
 

 

無被覆パイプハウスの倒壊・損壊回避について 

ビニールを除去したパイプハウスでも、倒壊・損壊の危険性があり！ 

 

１ ハウスパイプの肩以上（アーチパイプの曲がり部分）の積雪に注意 

(1)肩部直管パイプ等が雪に埋没したまま放置してお

くと、沈降圧により変形・折損等の原因となるの

で早めに掘り出しておきましょう。 

(2)ハウスパイプの変形・折損は、融雪時にパイプの

周りに密着した雪が下がっていく時の力（沈降

圧）で曲がるため、アーチパイプの肩の曲がり部

分に雪を載せない事が重要です。 

 

２ 無被覆パイプハウスにおける融雪材散布の注意事項 

アーチパイプの肩の曲がり以上に積雪がある場合、除雪をせずに肩部直管パイプを露出し

ないまま融雪材を散布すると、自然の雪解けと同じ条件となるため、パイプの変形・折損を

助長する恐れがあります。 

必ず除雪作業を行ってから融雪材を散布するようにして下さい。 

肩部直管パイプを露出させること 
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